市民の意見募集結果について

〇　意見募集の期間
　　　　 令和８年４月１日（水）　から　令和８年４月10日（金）まで
〇　意見募集の方法
　　　 　市ホームページによる意見募集
〇　意見件数　　６件（うち２件は参考意見）
〇　意見の要旨と市の考え方　　
	No
	意見の要旨
	市の考え方

	１
	　新舞子や永崎方面の乗り継ぎが不明確で海の方に行こうとしたが中止した。また、永崎方面に乗ってもバスの本数が少なく待つ時間がもったいないと感じる。

	　いただいたご意見につきましては、路線バスを運行する交通事業者と共有するとともに、市としましても、市民の皆様がバスを利用しやすい環境づくりに交通事業者と共に取り組んでいきます。

	２
	　モデルコースを何通りかアドバイスしてもらえると助かる。便数が多い湯本や小名浜にどうしても乗ってしまい、マンネリ化している。
	　【参考意見】
いわき市観光サイトにおいては、公共交通を利用して市内の名所等を巡るモデルコースが掲載されております。しかしながら、路線バスを活用したモデルコースの掲載は少ないのが現状です。今後は、いただいた意見を踏まえて、路線バスを活用したモデルコースの充実に向けて取り組んでいきます。


	３
	　以前のように景品プレゼントを行ってほしい。湯本地区、小名浜地区でスタンプを集めて応募する目的があれば楽しみも増す。
	　令和７年度に実施したバス無料デーでは、バス車内に備えつけた特典引換券を協賛いただいた市内の施設・飲食店等へ持参すれば、各種特典を受けられるコラボレーション企画を実施しました。
今年度につきましても、同様の企画の実施を検討しています。




	４
	　無料なので、遠くに行く行程を組む予定。その無料分で少し高めのランチや買い物が楽しめるのでとても良い企画だなと感じます。

	【参考意見】
いただいたご意見を踏まえ、今後も、市民の皆様のバス利用のきっかけとなるよう、バス無料デーの実施を引き続き検討していきます。

	５
	　バス路線によっては路線の維持に市民の税金が投じられている一方で利用者は減少している。市民生活から遠い存在になった路線バスの利用のきっかけを提供する無料デーは継続して実施し、現象に歯止めをかける必要がある。第一段階として無料デーで市民の目を路線バスに向けさせ、続いて継続して利用してもらえる方策を検討してほしい。

	本市の路線バスは、ご指摘のとおり、利用者の減少や運転手不足などの影響により大変厳しい状況に置かれています。
このため、市では市民の皆様が路線バスをご利用いただくきっかけを作り、路線バスを身近に感じていただくことを目的としてバス無料デーなど様々な施策を展開しているところです。
今後も路線バスを継続してご利用していただけるよう様々な施策の実施を検討していきます。

	６
	　土日祝運休や減便の路線もあるので無料デーは休日だけでなく平日も実施すべき。協賛店も増やし、路線バスで巡れる見どころなども事前に広報するのが良い。

	ご意見のとおり、土日祝は、幹線系統以外の路線は運行が少なく、利用できる路線が限定されてしまいます。
このことから、今年度実施するバス無料デーも、平日と休日のそれぞれ１日ずつ実施することとしています。
また、協賛店の増加や広報などにも引き続き注力していきます。





